








要約:セルロプラスミンに対するポリクロナール抗体を使用する競合法を用いた日大方式

と、セルロプラスミンの活性中心と反応するモノクローナル抗体を使用するサンドイッチ

法を用いた東邦大方式とを比較し、後者は前者より測定感度が高く、患者と対照者の識別

感度も高いことを明らかにし、Wilson 病の新生児マス・スクリーニングの可能性につい

て検討した。


